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     HORSESHOE KIDNEY IN AN INFANT ASSOCIATED 
         WITH URETEROPELVIC JUNCTION AND 
       URETEROVESICAL JUNCTION OBSTRUCTION 
       Kyun PAK, Taira  KONISHI, Hideo TAKEUCHIand Tadao  Tomoyosm 
             From the Department of Urology, Shiga University of MedicalScience
                            (Director: Prof. T. Tomoyoshi) 
   A 4-month old baby was seen in August, 1982 because of abdominal distension. The 
findings of the physical examination were normal except for a man's fist sized mass in the 
left upper abdomen. IVP revealed left nonvisualizing kidney. CT scans revealed a large 
mass in the left abdomen with low density contents and renal scintigraphy revealed a 
horseshoe kidney. The tentative diagnosis was horseshoe kidney associated with hydronephrosis 
due to ureteropelvic junction obstruction. 
   Left pyeloplasty was performed in September 1982 and postoperative X-ray examinations 
revealed left ureterovesical junction obstruction. Left ureteroneocystostomy was performed 
in October, 1982 and postoperative course was uneventful. 
   Horseshoe kidney in infants is rare in the Japanese literature and our case is quite 
unique in that horseshoe kidney is associated with ureteropelvic junction and ureterovesical 
junction obstruction. 
Key  words  : Horseshoe kidney, Infant, Ureteropelvic junction obstruction, Ureterovesical 
             junction obstruction








文 献 的 考 察 を 加 え て報 告す る.
症 例
患 者:4ヵ 月,男 児.0620965
主 訴:左 腹 部 腫 瘤
家 族 歴:特 記 す べ き こ とな し
現 病 歴=1982年3月31日正 常 分 娩 満 期 産 で 出生,
生下 時 体 重3,550g.身長50.Ocm.4ヵ 月 検 診 の と き
左腹 部 腫瘤 を指 摘 され,1982年8月14日当 科 を 受 診 し
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た.レ 線 検査 に て,馬 蹄 鉄 腎 に 合 併 した左 水 腎 症 の 診
断 に て 同 年8月17日 当科 に 入 院 した.
現 症:体 重7.Okg.身長62.7cm.脈拍120/分整.
貧 血,黄 疸 認 め ず,胸 部 理 学 的 所 見に て異 常 な し.腹
部 は 軽 度 膨隆 して お り,左 上腹 部に 表 面 平 滑,弾 性 軟,
波 動 の あ る 手 拳 大 の腫 瘤 を触 れ る も圧 痛 な く,可 動性
もなか った,陰 嚢 内容,外 陰 部,肛 門 に 異 常 な く,表
在 性 リンパ節 の腫 脹 も認 め な か った.
入 院 時 検査 所 見.血 液 赤血 球492×104/mm3血色
素13.09/dl,ヘマ トク リ ノ ト39.9%,白血 球11,000/
mm3,血小 板39.3×104/mm3,総蛋 白6,19/d1,アル
ブ ミ ン4.59/dl,GOT22mU/ml,GPTI6mu/ml,
LDH397mU/m1,ALP23。4mU/m1,総 ビ リル ビ
ンo,3mg/dl,Na139mEq/L,K4.5mEq/L,Cl
lo3mEq/L,BUN12mg/dl,クレア チ ニ ン0.4mg/
dl,尿沈 渣 所見 に て異 常 認 め ず.心 電 図正 常 。
X線 検 査1胸 部 単 純 写 真 で は 異常 を認 め な か った.
腹 部 単 純 写 真 で は腸 管 ガ ス像 が 右方 へ偏 位 し,IVP
15分の 写 真 で 左 腎孟 は造 影 され ず,右 腎杯.ま内 側に 位
置 し回 転 異 常 の 縁 を呈 して いた(Fig.1).腹 部CT
scanでは,左 上 腹 部 を 占拠 す る辺 縁 整 な 腫瘤 が み ら
れ,内 容物 はlowdcnsityで均 一 で あ った(Fig.
2).99mTc-2,3-dimercaptosuccinicacid(DMSA)
を用 い た 腎 シ ンチ グラ フ ィーで は峡 部が 描 出 され,左
腎 部 のuptakeが極 度 に 低 か った(Fig,3).
上 記 所 見 よ り,馬 蹄 鉄 腎に 合併 した腎 孟 尿 管移 行部
狭 窄 に よ る水 腎症 と考 え,1982年9月1日 手 術 を施 行
し た.
手 術 所 見 ・左 傍 腹 直 筋 切 開に て後 腹 膜 腔 に達 し,拡
張 した 腎 孟 の剥 離 を す す め た.腎 孟 尿 管移 行部 は 左 腎



































































































とはまれであ り,合併症 も青年期 までおこらないこと
vcよるとしている.1967年井上 ら4)は294例の馬蹄鉄
腎を集計しているが,15歳以下の症例は17例のみであ















腹部大動脈瘤2例 である.馬 蹄鉄腎 と腎孟尿管 移行





































うのであろうが,個 人的には 腎痩を設置する ことを
好まず,最 初にUVJOの 手術を おこない ついで
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